
ムクロジつづき

植物園に行ってから数
日して、近所の小学校
ムクロジの木があるの
を見つけました。道路

に面しているので、道
路に実が落ちていまし
た。離れた植物園へ足
を運ばなくてムクロジ
があったとは。見落と
していました。灯台下
暗し。何個か拾ってき

て皮をむき、じゃぶじゃ
ぶとかき混ぜたら、泡
がでました。確かに石
鹸みたいです。

日鉱記念館

昨年、日立駅前にある
文化ホールの屋上から
煙突が見えました。

日立駅から

近寄ってみると

日立付近は、もともと
銅の鉱山で、「黄銅鉱」
という鉱石が取れます。
（国立科学博物館にも
展示されています）

日鉱記念館にも最後に
とれたという鉱物が飾っ
てありました。さて、
この「黄鉄鉱」ですが、
硫黄を含んでいます。

日立からいわきにかけ
て、炭鉱の町でもあり、
しかもいわきでは温泉
がでるので、硫黄を含
んでいるのでしょう。

化学組成：ＣｕＦｅＳ2
熱すると硫黄を出して
解けるのですが、この
とき有毒な亜硫酸ガス
が発生します。そこで
煙突を高くして、公害
を防ごうとしたようで

す。今は硫黄回収率が
上がったこと、100ｍ
以上あった煙突が、あ
る日突然折れてしまっ
て、短くなってしまっ
たようです。今でも白
煙があがっていますが、

銅の精錬をやっている
のでしょうか。そこま
では確かめませんでし
た。

日鉱記念館にあった黄銅鉱

ザイールで取れたとい
う「孔雀石」も あり
ました。りかだより25
号で紹介しましたが、
持っているサンプルで
ザイール産のものは紹

介しませんでしたので、
あらためて紹介します。

日鉱記念館のものより
もはるかに小さいです
が、まぎれもなくザイー
ル産の孔雀石。石の兄

弟です。

日鉱記念館とは無関係
なのですが、青い色を
した銅鉱物もあります。
タンバンと言いますが、
昔「地球のひみつ」と
いう小学生向けの本で
見て、青くてきれいだ

なと思ったものでした。
鉱物は採ってしまうと
なくなってしまいます。
大人になってからは、
あまり乱獲してしまう
と後世の人達が見るチャ
ンスが減ってしまうの

で、採取はなるべく控
え、個人でもつのでは
なく、博物館で見るの
が一番だと思うように
なってきました。そう
は言っても教育用とし

て見せるために、小さ
いサンプルは用意しま
す。いくら博物館を見
るのがベストでも半日
はかかりますし、近く
にない場合、苦労して
しまうからです。
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